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香を供え

う

ち

の

あ
ば

あ

さ

ん

は

、

六

十

五

歳

ぐ

ら

い

で

す

。

以

前

は

少

し

ふ

と

っ
て

い

た

け

れ

ど

二

年

前

、

胃

の

手

術

を

し

て

か

ら

少

し

や

せ

ま

し

た

。

で

も

、

元

気

で

働

い

て

い

ま

す

。

あ

ば

あ

さ

ん

の

仕

事

は

、

畑

の

草

と

り

や

庭

の

革

と

り

で

す

。

仕

事

ガ

終

わ

っ
た

あ

と

に

は

、

「
わ

い

、

は

ら

い

で

じ

や

¨

と

が

言

っ
て

い

ま

す

。

そ

の

ほ

か

、

あ

田

さ

ん
ガ

仕

事

に

行

っ
た

あ

と

、

ち

ゃ

わ

ん

を

洗

っ
た

り

、

ぼ

＜

た

ち

に

、

ご

は

ん

を
食

べ

さ

せ

て

＜

れ

あ

ば

あ

さ

ん

は

、

春

に

な

る

と

山

菜

と

り

に

い

き

ま

す

。

太

田

の

山

「
今

日

学

校

で

何

あ

っ
た

ば

」。

し

そ

う

で

す

。

だ

か

ら

ぼ

く

は

、
学

校

や

友

だ

ち

の

話

を

し

て

、

あ

ば

あ

さ

ん

を

よ

ろ

こ
ば

せ

た

い

と

思

う

し

、

ま

た

　

畑

仕

事

に

、
　

一
生

け

ん

命

手

伝

っ

て

、

楽

を

さ

せ

て
や

り

た

い
と

思

い

ま

す

¨

つ〉日①主ば記事
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新た議版嘱脚酬揚降は鰐於探る

雇

用
機

会

の
不

足

な

ど

、　

い
ま

な

携

し

　

活

力

あ

る

地

域

づ

く

り

に

者

に

、

勉

強

で

き

る

場

を

提

供

し

'日日

週疎

施
設
な
ど
、
多
大
な
恩
恵
を
受
け

-153



交
流
に
よ
る
治
性
化
の
道
を
求
め
て

全
国
過
疎
地
域
振
興
連
盟
青
森

(5)広 報ιチろ

い
手

つ
き

で
触

れ

合

い
漁

業

体

験

や
調

理

体

験

を

し

、

と

っ
た

魚

を

現

状

や

、

日

ご

ろ

の
悩

み

を

語

り

す

る

た

め

地

域

間

の
連

帯

を

深

め



も
う
ひ
と
つ
の
お
山
参
詣

広報ιチ弓■6)

い

会
の
会
員
ら
が
、
小
馬
踊
り
で
村



(7)広 報ιタル

金
木
警
察
署
管
内
七
つ
の
中
学
校
に
よ
る

「防
犯
弁
論
大
会
」
が
、
軌

月
十
六
日
、
金
木
南
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
市
浦
中
学
校
代
表
の
相
澤
公

美
さ
ん

（
三
年
）
が
、
個
人
第

一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
二
十
六
日
開
か
れ
た
青
森
県
大
会
で
は
、
金
木
地
区
代
表

と
し
て
参
加
、
個
人
第
四
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

なつた

相 ,睾 公 美さん
(市浦中・ 3年 )

も

原

因

の

一
つ
で
す

。

母

が

祖

父

に
付

き

添

っ
て

い
る
時

は

、

私

が

イ

ラ

イ

ラ

し

て

い
ま

し

た
。

（
誰

足

に
面

倒

み

て

あ

げ

る

こ

と

が

で

だ

よ

ピ

血

の

つ
な

が

り

の
な

い
祖

父

の
世

ま

し

た
。

祖

父

は

、

家

族

の

一
員

で
す

。　
い

つ

の
ま

に

か

私

は

祖

父

を

ま

る

で

は

れ

物

に

さ

わ

る

か

の

よ

う

に
扱

っ
て
き

た

こ
と

に
気

づ

た

こ

ろ

私

に
色

々
な

事

を

話

し

て

事

な

ど

を

す

っ
か

り

忘

れ

た

か

の

今

日

の
仕

事

を

明

日

に
延

ば

す

こ

消

し

ま

せ

ん
。

そ

の
上

、

弁

解

を

し

な

い

の

で

、

人

づ

き

あ

い
が

あ

1膨

~

防犯弁論大会で第一位と
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年

寄

り

の
数

は

六

十

八

人

で

し

た

　

　

組

も

あ

り

、

人

生

の
先

輩

の

長

寿

65歳以上の地区別人口

高
齢
化
社
会

の
対
策
急
務

一
駆
い

，
駆
晰

ｉ
断
“

今
年
も
、
村
、
村
社
会
福
祉
協

知

事

顕

彰

状

が

、

三
重

貢

村

長

か

て

こ

ら

れ

た

貴

重

な

経

験

を

、

豊

述
べ
ま

局
長
が

以
上
磯

寺
谷
武
雄
さ
ん
（以
上
相
内
）
、
秋

に
よ
る
民
謡
、
手
踊
り
、
カ
ラ
オ

お
弁
当
を
囲
み
な
が
ら
、
楽
し
い

レ
米
寿
を
迎
え
た
今
儀
作
さ
ん
は
妻
イ
マ
さ
ん
と
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蒙

和

颯

籠‥

年…

η

　

勧尭

満
八
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
）

一

市

浦
村

役
場

齢
納
納
劃
航
　
仁
恒
齢
齢
納
制
恒
納
仁
納
齢

磯

く

カ
ク
き

福 島 雷太郎

渋 谷 鶴 蔵

安 田 源二郎
三 和 善二郎
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陪
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瞼
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明
明
Ц
明
ｑ
明
明
明
明
明
明
明
明
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田

田

良

　

崎

　

田

田

藤

　

田

嶋

川

良

元

江

田

荘

藤

西

田

西

良

馬

林

良

山

田

田

田

田

本

田

嶋

島

　

引

和

西

田

村

島

本

田

西

田

内

田

元

田

山

谷

藤

藤

谷

川

島

良

島

浦

山
浜
奈
　
一月
　
成
山
工
今
山
和
大
奈
村
松
藤
本
後
葛
藤
葛
奈
有
八
‐奈い
」
臨
曜
μ
脚
臆
ｈ
晰
饉
編
Ｆ
輌
に
推
博
性
栓
鰐
僣
柚
犠
博
糟
製
輌
輔
婦
輝
雌
製
ψ
に
曲
編
梢
岬
け
師
権

靱

熙

予

鐵
性凱

必
×

(敬称を略します)●この番付は「敬老の日」にちなんで、作成しました。
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嫌 糀

あ

乙

（が

え

れ

方

面

に

亡

命

（
の
が

れ

る

）

し

浪
岡
具
雄
氏
の
お
話

こ
の
意
味

お
写
真

務
を

〉4く

ま

こ

と

に

感

慨

無

量

な

も

の
が

浪
岡
氏
と
は

安
藤
氏
の
慰
霊
祭
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情報をお寄せ<ださい

し ら 世
役場の電話は62-2111

す
こ
や
か
日
記

長

女

舞

衣

ち

ゃ

Ａ

一一震

）

痴呆疾患予防講

習会のお知らせ

暮らしの中で行政
サービスに対する
意見・苦情。要望
|まありませんか

特設行政 相談所 の開設

県税事務所からのお知
らせ…農業用免税軽油

出かせぎに行かれる
みなさんヘ

市
浦
消
防
署
に

新

し

い
救

急
車

を
配
置

三

回

目

の

更

新

長

笹

川
良

一
）

か

ら

、

市

浦

消

防

郡

雄

和

町

で
行

わ

れ

た
交

付

式

に

救

急

車

の
更

新

は

今

回

が

三

回

業

務

を

行

う

こ
と

に
し

て

い
ま

す

。

新

し

く

配

置

さ

れ

た

救

急

車

の こ とで困 ってい る 等      :   せ 下 さい。

響
一響
漁
一一饉
慨
た
膚

不1讐稗軋靡瞥彎i i靱
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実
施
さ
れ
た
脳
卒
中
調
査
の
健
康

硼
人
、
そ
の
中
で
異
常
が
全
く
見

ら
れ
な
か
っ
た
人
は
５０
人
の
み
で

つ
か
っ
た
等
２７８
人
に
何
ら
か
の
所

酬
・
ＣＰＴ
は
何
の
検
査
か
と
い
う
も

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
い
と

い
わ
れ
た
ら

い
の

で
、

も

し

総

コ

レ

ス
テ

ロ
ー

肝

機

能

（

Ｇ Ｏ Ｔ

・
Ｃ Ｐ Ｔ

）

に
異
常
が
あ
る
と

い
わ
れ
た
ら

●

●

霜

盟

節
す
る
に
は
、
善
王
を
増
や
し
、

食
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
は

不

二

義

（
相

　

内

）

千

加

子

（
鶴

　

田

）

同
目

□

ソ
　
ヨ

（相
内
）
７８
歳

穆

（十
三
）
６３
歳

●
２

「
…
ドHP°
°°
■ぶ 墓
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